
　

≪救助編≫



（２）傾向と課題

交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故
出動件数 12 3
出場人員 97 20
活動件数 2 3
活動人員 12 20
救助人員 2 3
出動件数 6 1 2 2
出場人員 42 7 14 15
活動件数 2 1 1 2
活動人員 10 7 7 13
救助人員 2 1 1 2
出動件数
出場人員
活動件数
活動人員
救助人員
出動件数
出場人員
活動件数
活動人員
救助人員
出動件数 0 0 18 1 0 2 0 0 0 5
出場人員 0 0 139 7 0 14 0 0 0 35
活動件数 0 0 4 1 0 1 0 0 0 5
活動人員 0 0 22 7 0 7 0 0 0 33
救助人員 0 0 4 1 0 1 0 0 0 5

　令和３年中に西予市消防本部管内で発生した救助出動件数は26件で、活動件数11件、救助人員11
人、出場人員195人となっている。

（１）出場件数
　　救助出場件数は26件（前年比２件増）で、その内訳は次のとおりである。
　　　交通事故　　18件（　〃　増減なし）
　　　機械事故　　２件（　〃　１件減）
　　　水難事故　　１件（　〃  １件増）
　　　その他の事故５件（　〃　３件増）

事故種別 火 災
合計

区分

　当本部管内においては、昨年と同様に交通事故による救助出場件数が最も多く、全体の７
割を占めている。しかしながら車両の安全性能向上より、挟まれ等、自力で脱出できない要
救助者数は減少傾向にある。また、令和３年には山岳地での事故や労働災害等、救出に時間
を要する事案が発生しており、医療や防災ヘリ及びドクターヘリ等の関係機関と連携する場
面が増加傾向にある。今後予想される南海トラフ地震や自然災害等の大規模災害に対応する
ため、西予市一丸となって防災力の向上のために関係機関や市民との連携訓練や情報発信に
努める必要がある。
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１　救助概況
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交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故

0

0

高速道路 1 1

その他 16 16

内水面 1 1

外水面 0

山　　岳 1 1

その他 1 2 4 7

そ　の　他 0

0 0 18 1 0 2 0 0 0 5 26

交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故

18 1 2 5 26

13 1 1 15

25 1 2 6 34

1 2 3

0 0 56 3 0 5 0 0 0 14 78

交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故

36 2 4 10 52

30 2 4 7 43

73 3 6 18 100

0

0 0 139 7 0 14 0 0 0 35 195

指揮指令車

救急自動車

消防ポンプ自動車

救助工作車

車両

区分

水面

消防隊員

救急隊員

消防団員

合　　計

事故種別 火 災

合　　計

４　事故種別出動車両台数

事故種別 火 災
合 計

３　事故種別発生場所別救助発生状況

事故種別 火 災
合 計

救助隊員

隊員
合 計

５　事故種別出動隊員数

合　　計

道路

屋外

その他

住居
屋内
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